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【山手中学校をさらに良くするための調査結果】  

生徒（上段）・保護者（中段）・教職員（下段）の三者が同じ項目についてアンケートを取った結果です。今年度の調査で

も、項目によっては三者それぞれの設問や回答の受け止め方、見え方に違いが見られました。中学校の三年間は思春期

にあたり、家庭と学校で示す姿が異なることも少なくありません。こうした実態を踏まえ、生徒一人ひとりと丁寧に向き合う

時間を大切にしてまいります。今後も相違を謙虚に受け止め、ご家庭と連携しながら指導の充実に努めてまいります。 

＊下記グラフでは、左から順に割合（％）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校評価結果】 
学校運営協議会（学期に１回開催）にご出席いただいている委員の皆様よりご意見をいただきました。 

 

１ 教育目標「豊かな心を育て たしかな学力 たくましい体力を身につける」について学校は努力していると思われますか？ 

 来校した際、生徒の皆さんが「こんにちは！」と大きな声で気持ちよく挨拶をしてくれる姿勢は、まさに学校が豊かな心を育

てている何よりの証拠だと思います。 

 F組のことを生徒たちはどうとらえているのか聞いてみたい。 

 授業の様子をみていると、生徒が落ち着いて授業を受けている姿、いろいろな生徒が挙手をして自分の意見を発表してい

る姿、グループワークでそれぞれが意見を出し合い議論しまとめ発表する姿には感心します。 

 学力テストの結果から、授業の良さが良い結果になっていると思う。何か工夫して考えていかないといけない問題への対応

力が欲しいところ。発想力や試してみる力など。 

 自然豊かな環境での体育、登下校での体力は充分、給食も残さずクラス全体としてではなく、個人個人がきちんと体に合っ

た量を食べれているのか、残しすぎていないのか、それは気になります。 

 子どもたちの豊かな育ちのための様々な教育的しかけが成されていると思います。 

 三条コミスクの夏祭りに出場者やお店のお手伝いや、百人一首大会でも参加した後片づけまで手伝ってくれています。 

 オープンスクールや体育大会など地域の幼稚園児や小学校の児童を招きよい先輩としての姿を見せてくれて頼もしいです。 

 先生方は一人ひとりを大切に支え、学校は十分努力されていると思います。 

 生徒一人一人に心を寄せて指導されていると感じます。 

 

 

２ 学校行事についてご意見があればお書き下さい。 

 体育大会や音楽会でクラス一丸となって活動していることも素晴らしいと思います。 

 体育大会では、伝統の種目も大切に山中らしさを出していて、参加生徒も楽しそうです。 

 体育大会では、リレー種目が多く大変盛り上がっていて観戦している方も楽しかったです。走るのが嫌いな子はどれくらい

いるのか、競歩なんかもやってみたらおもしろいかもしれませんね。 

 デート DV防止（3年）いじめ予防授業など、今大切なことを伝えられていてよいと思う。 

 自然いっぱいの立地、会下山、高座の滝、城山などに触れ合う機会があってもよいのでは。 

 三条コミスクや地元の方々との交流で山中のことを知ってもらいたい。朝小、岩小地域にも祭りなどに参加してもらえたら嬉

しいし、中学校を身近に感じてもらい、真面目にちゃんと取り組んでいる姿を見てもらいたい。 

 土曜参観、合唱コンクール、文化発表会、体育大会など、どれも楽しく見させていただきました。生徒たちの日々の様子、行

事への取り組みなど、いきいきした姿に私も元気をもらっています。 

 合唱コンクールに向けての歌練習や体育大会に向けてのムカデ競争の練習の頃は、クラス団結力が高まって、子供も充実

した表情をしていました。 

 

 

３ 本校生徒の良い点、直していくべき点があればお書き下さい。 

 大きな声で挨拶すること、行事や委員会など積極的に取り組む生徒が多いこと。 

 男女分け隔てなく仲良く接しているところがいいと思います。 

 ちょっと恥ずかしがり屋なのか、人前で話す時に下を向いて早口になる生徒が多いので、前を向いて、ゆっくりと話すことが

できればかっこいいなと思います。 

 学校で生徒さんたちに出会ったとき、元気に挨拶をしてくれます。素直で元気なところが良いと思います。 

 登下校の際も、近隣の人や出会う人にあいさつをしてもよいかもしれない。 

 通学路（特に狭い道）でも広がって歩いているのは気になります。自分の身を守るためにも意識してほしいと思っています。 

 まじめでコツコツ取り組む。指示されたことはしっかりとこなすが、反対を受けても何かの目的を行うため説明しあきらめず

交渉する粘り強さや、勢い、自発性が弱い気がする。ないものを求めすぎると負担にもなると思うが、自分たちの良さを信じ

て堂々と自己アピールしてほしい。 
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芦屋市立山手中学校 
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2.学校に子どもたちが相談できる先生がいる
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43%

25%

59%

34%

48%

37%

12%

9%

4%

5%

3%

6%

15%

生徒

保護者

教職員

4.学校は子どもたちの良い点を見つけて指導している
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5.学校はいじめに対して厳しく指導している
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9.子どもは学校のいろいろな行事に楽しく積極的に参加している
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10.家庭では子どもとの触れ合いや会話する時間を持っている
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6.学校は仲間に対する思いやりの気持ちを育てている
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7.家庭では子どもが遅刻しないように意識して登校させている
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8.子どもは学校へ行くのを楽しみにしている



４ 教職員に対して思われることがあればお書き下さい。 

 生徒さんと同じく、あいさつや会釈をしてくださるのが心地よいです。 

 学校に来にくい子ども、いつもと違うなと思われる子どもへの関わりを大切にしていただければ。 

 部活動にも熱心な先生が多くとても頼もしいのですが、先生方の大切な休養の時間やご家族と過ごす時間が削られている

のではと心配でもあります。 

 生徒のタブレットの使用頻度について割合が低いようなので、タブレットを使って長文感想文や理科実験のまとめなどを提

出し、クラス全員が上手に使えているのか確認してほしい。班で発表とかになると慣れている生徒が使ってしまうので。 

 生徒を否定する（決めつける）ような言葉は使わないように意識していただきたいと思います。 

 健康にはくれぐれも気をつけてください。 

 

 

５ さらに地域に根ざした学校にするにはどのような方策がありますか。 

 校区内の 3小学校との交流、催しを通して、山中生との良さを伝えたい。山中を身近に感じてほしい。 

 文化発表会やオープンスクール時に 3 小学校の子どもたちを学校単位で招待して、山中生の合唱を含めた素晴らしさを観

て感じてもらうのはどうでしょうか。招待するのは進路を決める前の３～４年生ぐらいがよいと思います。 

 校舎も校門回りもきれいに整備され、お花も植えられてとても素敵な学校です。地域の人が休日にお散歩がてら足を運んで

くれるような催しがあれば、学校の素敵なところを PRできるのではないかと思いました。 

 今後防犯対策でも必要となるので、さらに地域との関係をオープンにしていくことも必要だと思います。 

 防災に関しても中学生の力は大いに地域の助けになります。（阪神・淡路大震災の経験より） 

 万一災害が起こった時の地域の拠点、避難所、物資配給所、給水所など地域にとって大切な場所。学校主催、地域防災会

協賛で、地域に向けたオープンスクールを開催していただきたい。 

 避難訓練など、近隣住民と一緒にできそうな防災訓練を合同で実施することで、地域で生徒の命を守ることができるのでは

ないかと思います。 

 

 

「山手中学校をさらに良くするための調査」と「学校評価」の結果をもとに、来年度の学校運営協議会や学校運営に活

かせるとりくみを続けてまいります。ご協力ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 


